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研究成果の概要：

本研究プロジェクトは 2007年 6月に新潟朱鷺メッセで行われた日本西洋史学会での報告のた

めに組織された。2006 年度は学会報告へ向けての準備を行い、2007 年度は学会報告と学会で

の議論を発展させるための研究を展開し、2008 年度は 3 年間の研究を総括した。予定してい

た海外調査は、2006 年度はドイツとオーストリア、2007 年度はアメリカ合衆国、2008 年度は

ロシアで行い、大きな成果を得ることができた。
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１．研究開始当初の背景

松本は 2000～2002 年度にかけて科研プロ

ジェクト「フランス革命とヨーロッパ近代-

帝国と国民国家-」の代表者として研究を行い、

その成果は、2005 年に『国民国家と帝国―ヨ

ーロッパ諸国民の創造』（山川出版社）とし

て公刊された。本プロジェクトはその成果を

継承しさらに発展させるべく、テーマを「国

民国家とアイデンティティ複合」とした。

1990 年以降、ヨーロッパでは冷戦の終結と

ヨーロッパ統合が進む中で「国民国家」、「市

民社会」についての研究がすすみ、「トラン

スナショナルな方法」についての議論が発展

していた。
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２．研究の目的

とくに研究状況として、以下の 3 点に注目

した。

(1) 「国民国家」は、従来、国制史、政治

史を中心に議論されてきたが、最近では文化

史が注目されている。ピエール・ノラ編『記

憶の場』に象徴されるように、記憶、記念を

めぐる議論が盛んになり、「文化的記憶」、「記

憶論的転回」が注目されている。

２）「国民国家」の「理念と現実」があら

ためて問われている。とくに 19 世紀から 20

世紀への「国民国家」への移行、その分水嶺

としての第一次世界大戦が研究の焦点にな

っている。「国民国家」の理念よりは現実に

関心が向かう中で、第一次世界大戦以後の

「国民国家と住民移動」について関心が高ま

っている。

3）「国民国家」は 19 世紀と 20 世紀に成立、

発展し、その中で近代歴史学が生まれた。「国

民の歴史」の批判的検討がすすみ、「国民国

家」論は、前近代史、中世史や古代史にとっ

ても重要な問題として意識されるようにな

っている。

これらの諸点を検討するために、多彩なメ

ンバーによる研究プロジェクトとなった。

３．研究の方法

日本西洋史学会では二つのシンポジウム

を企画し、そのための準備をすすめ、学会後

は、そこでの議論をさらに発展させるために、

研究会を重ねた。

「国民国家」論研究の焦点の一つは、「記

憶」論である。「国民の記憶」を問題にする

ために、国民的記念碑について、海外調査を

行うこととした。事前に研究会を行い、国民

的記念碑をめぐる最新の研究をふまえて調

査を行うこととし、調査後にも総括研究会を

行い、成果を確認することができた。

プロジェクトをすすめていく中で、他の研

究プロジェクト、とくに東京外国語大学の

「市民社会とマイノリティ」研究プロジェク

トや、東大・ハレ大学の「市民社会の日独比

較」をテーマとする共同大学院との研究交流

は有意義であった。

４．研究成果

2007 年の日本西洋史学会は、「国民国家と

市民社会、そして戦争」を統一テーマにし、

本プロジェクトが中心になって二つのシン

ポジウムを行った。

「国民国家とアイデンティティ複合」をテー

マとする全体シンポジウムでは、研究プロジ

ェクトのメンバーから松本 彰、野村真理、

山本明代、佐々木博光がパネラーとして、立

石博高が司会として参加し、ゲスト・コメン

テーターとして、アジア史の岸本美緒氏を招

き、「国民国家」研究の現状を問題にした。

「市民社会と社会問題」をテーマとするシ

ンポジウムには、パネラーとしてメンバーか

ら北村昌史が参加し、連携研究者の丸畠宏太

が司会を行っった。

西洋史学会後、学会での議論を発展させる

べく、海外調査をふくめて精力的に研究活動

を行った。

海外調査は、2006 年度にドイツのベルリ

ンとオーストリアのヴィーン、2007 年度に

アメリカ合衆国のワシントン、ボストン、ニ

ューヨーク、2008 年度にロシアのモスクワ、

ノヴゴロド、サンクト・ペテルブルクを調査

した。これにより、「国民国家とアイデンテ

ィティ複合」を歴史的に検討する基礎視座を

確認することができた。

ドイツ、ロシア、アメリカは、18 世紀の末

に国民国家としての形成をはじめ、19 世紀に

国民国家として発展し、20 世紀の二度の大戦

を経験した。1989 年のベルリンの壁崩壊後



の激動の中で、分裂していた東西ドイツは統

合し、ロシアはソ連邦の解体の中で再出発し

た。ドイツもロシアも、「国民の日(National

Day)」は 1990 年を記念している。一方、ア

メリカ合衆国は、オバマ新大統領の就任演説

に見られるように、200 年以上の国民国家の

伝統を強く意識しており、「国民の日」は 18

世紀の独立戦争を記念している。

グローバル化が進展し「国民国家」につい

ての議論が活発になっているが歴史学から

の検討は不十分である。「国民国家の理念と

現実」を問題にするためには、「国民国家と

アイデンティティ複合」について多面的に検

討する必要がある。今後もこのテーマの研究

を深めていきたい。
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